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J
I
C
A
は
、
昨
年
11
月
17
日
、
50
周
年

を
迎
え
た
青
年
海
外
協
力
隊
事
業
の
記
念
式

典
を
横
浜
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
青
年

海
外
協
力
隊
を
は
じ
め
と
す
る
J
I
C
A
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
や
支
援
者
な
ど
、
約

4
5
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
第
１
部
で
は
、
木
原
誠
二
外
務
副

大
臣
よ
り
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
辞

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
協
力
隊
の
活
動
を
「
日

本
外
交
の
宝
」
と
す
る
謝
辞
が
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
の

ト
ン
シ
ン
・
タ
ン
マ
ヴ
ォ
ン
首
相
が
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
J
I
C
A
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
文
化
や
習
慣
な
ど
の
違
い
が
あ

る
中
で
も
、
住
民
と
共
に
粘
り
強
く
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
感
謝
の
意
を

表
明
。
さ
ら
に
、
協
力
隊
経
験
者
が
受
け
入

れ
国
へ
の
謝
意
と
協
力
隊
の
経
験
を
社
会
に

還
元
し
て
い
く
決
意
を
述
べ
た
ほ
か
、
次
世

代
を
担
う
高
校
生
か
ら
は
、
国
際
貢
献
に
携

わ
り
た
い
と
い
う
力
強
い
宣
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

第
１
部
終
了
後
に
は
、
J
I
C
A
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
経
験
者
ら
が
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と

懇
談
し
ま
し
た
。
両
陛
下
は
、
1
9
6
5
年

に
青
年
海
外
協
力
隊
が
発
足
し
た
当
初
か
ら

関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、

多
く
の
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
励
ま
し

や
労
い
の
お
言
葉
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
ア
フ
リ
カ
民
族
音
楽
の
打

楽
器
演
奏
や
、
鈴
木
大
地
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

と
帰
国
隊
員
に
よ
る
「
あ
な
た
の
経
験
を
未

来
へ
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、
協
力
隊

を
描
い
た
映
画
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
の
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ン

ダ
ー
グ
ラ
フ
の
真
戸
原
直
人
氏
が
制
作
し
た

協
力
隊
50
周
年
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
ひ
と

り
ひ
と
つ
」
を
、
協
力
隊
を
応
援
す
る
著
名

な
方
々
が
一
緒
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
は
こ
れ
ま
で
、
青
年
海
外
協
力

隊
員
を
は
じ
め
、
約
4
万
8
0
0
0
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
発
途
上
国
に
派
遣
し
て
お

り
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
青
年
か
ら
シ
ニ
ア

層
ま
で
幅
広
い
世
代
の
国
民
が
参
加
す
る
事

業
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
通
し
て
、

途
上
国
の
課
題
に
草
の
根
レ
ベ
ル
で
取
り
組

み
、
各
国
の
社
会
・
経
済
の
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。
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03国際緊急援助隊・感染症対策チームの立ち上げ
　

J
I
C
A
は
、
昨
年
10
月
20
日
、
国

際
緊
急
援
助
隊
・
感
染
症
対
策
チ
ー
ム

の
登
録
隊
員
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
感
染
症
対
策
チ
ー
ム
は
、
今
回
、
新
た

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
国
際
社
会

で
の
大
規
模
な
感
染
症
の
流
行
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
は
海
外
の
災
害
に
対

し
て
、
国
際
緊
急
援
助
隊
と
し
て
捜
索
・

救
助
活
動
を
行
う
救
助
チ
ー
ム
、
災
害

医
療
を
専
門
と
す
る
医
療
チ
ー
ム
、
災
害

応
急
対
策
・
復
旧
の
た
め
の
助
言
を
行

う
専
門
家
チ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
、
自
衛
隊

部
隊
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
、
西
ア
フ
リ
カ
で
感
染
が

拡
大
し
た
エ
ボ
ラ
出
血
熱
へ
の
対
応
を

踏
ま
え
、
世
界
の
感
染
症
対
策
を
よ
り
効

果
的
に
支
援
す
る
た
め
、
国
際
緊
急
援

助
隊
・
感
染
症
対
策
チ
ー
ム
の
立
ち
上

げ
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

J
I
C
A 

は
感
染
症
対
策
に
関
わ
る

幅
広
い
分
野
で
支
援
を
展
開
す
る
た
め
、

疫
学
、
検
査
診
断
、
診
療
・
感
染
制
御
、

公
衆
衛
生
対
応
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
5

つ
の
分
野
で
知
識
・
経
験
を
有
す
る
専

門
家
を
、
派
遣
隊
員
候
補
者
と
し
て
募

集
し
ま
す
。

02　マラウイ最大の国際空港の拡張に貢献
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
昨
年
11
月
４
日
、
マ
ラ
ウ
イ

政
府
と
の
間
で
「
カ
ム
ズ
国
際
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
拡
張
計
画
」
を
対
象
と
す
る
無
償

資
金
協
力
の
贈
与
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

カ
ム
ズ
空
港
は
、同
国
最
大
の
国
際
空
港
で
、

1
9
7
8
年
と
80
年
の
日
本
の
円
借
款
に
よ
っ

て
開
港
。
2
0
0
3
年
か
ら
の
10
年
間
で
、
取

り
扱
い
旅
客
数
が
約
10
万
人
増
加
し
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
や
出
入
国
管
理
カ
ウ
ン
タ

ー
な
ど
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
混
雑
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
航
空
機
運
用
の
安

全
性
確
保
の
た
め
、
新
た
に
航
空
機
監
視
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
に
よ
り
、
取
り
扱
い
可
能
旅
客
数
は

現
在
の
21
万
５
0
0
0
人
か
ら
30
万
６
0
0
0

人
ま
で
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
ピ
ー
ク
時

の
待
ち
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
ほ
か
、
航

空
機
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、
空
港
機
能

の
安
全
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
改
善
は
、
産
業
振
興
や
観
光
・
投
資
環
境

の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
航
空
管
制
に
携
わ
る
人
材
育

成
の
協
力
な
ど
も
併
せ
て
実
施
し
、
同
国
の

航
空
基
盤
の
整
備
を
包
括
的
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

調印式の様子

青年海外協力隊事業を支えきた方々に感謝を述べる
北岡伸一JICA理事長

関係者と懇談される天皇陛下

ま  

と  

は
ら
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